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背 景  

平 成 24～ 25 年 の 2 年 間 に 山 口 県 内 全 域 の 大 豆 栽 培 圃 場 の 残 草 実 態 を

調 査 し た 。そ の 結 果 、本 県 に お い て も 帰 化 ア サ ガ オ 類 や ホ オ ズ キ 類・イ

ヌ ホ オ ズ キ 、ホ ソ ア オ ゲ イ ト ウ な ど の 問 題 雑 草 の 侵 入・分 布 の 拡 大 が 明

ら か に な っ た 。 前 回 の 調 査 か ら 約 10 年 間 が 経 過 し 、 大 豆 栽 培 圃 場 で は

新 た な 問 題 雑 草 の 侵 入 や 問 題 雑 草 の 分 布 拡 大 が 懸 念 さ れ る 。  

 

目 的  

大 豆 栽 培 圃 場 に お け る 雑 草 の 発 生 状 況 等 を 調 査 す る と と も に 、新 た な

問 題 雑 草 の 侵 入 の 有 無 を 明 ら か に す る 。な お 、今 回 の 調 査 は 前 回 調 査 で 、

帰 化 ア サ ガ オ 類 や ホ オ ズ キ 類 の 発 生 が 多 か っ た 長 門 市 を 対 象 地 域 と し

た 。  

 

具 体 的 な 成 果  

１  大 豆 栽 培 圃 場 で 残 草 し た 主 な 種 類 は 、イ ヌ ビ エ 、エ ノ キ グ サ 、タ カ

サ ブ ロ ウ 類 、ク サ ネ ム お よ び メ ヒ シ バ な ど に 加 え て 、難 防 除 雑 草 の 帰

化 ア サ ガ オ 類 、ホ ソ ア オ ゲ イ ト ウ お よ び ヒ ロ ハ フ ウ リ ン ホ オ ズ キ で あ

る （ 表 1、 図 1、 図 2）。  

 

２  帰 化 ア サ ガ オ 類 の 残 草 圃 場 率 が 最 も 高 く 、前 回 調 査 に 比 べ て 発 生 は

急 激 に 拡 大 し て い る（ 表 1）。ま た 、経 営 体 へ の 聞 き 取 り で は 、帰 化 ア

サ ガ オ 類 が 最 も 防 除 が 困 難 な 草 種 で あ る （ 表 2）。  

 

３  帰 化 ア サ ガ オ 類 以 外 の 草 種 で は 、ホ ソ ア オ ゲ イ ト ウ 、ヒ ロ ハ フ ウ リ

ン ホ オ ズ キ が 前 回 調 査 に 比 べ て 増 加 傾 向 で あ る （ 表 1）。  

 

４  今 回 の 調 査 で は 、新 た な 問 題 雑 草 の 発 生 は 確 認 さ れ て い な い（ 表 1）。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イネ科 イヌビエ 66.7 87.5 37.5 53.3

トウダイグサ科 エノキグサ 9.5 31.3 35.7 33.3

キク科 タカサブロウ類 42.9 43.8 30.4 26.7

マメ科 クサネム 23.8 37.5 33.9 20.0

イネ科 メヒシバ 28.6 37.5 21.4 6.7

キク科 コセンダングサ類 - - 21.4 6.7

ツユクサ科 ツユクサ - - 5.4 26.7

ヒルガオ科 帰化アサガオ類 23.8 18.8 60.7 53.3

ヒユ科 ホソアオゲイトウ 28.6 6.3 33.9 33.3

ナス科 ヒロハフウリンホオズキ 19.0 12.5 19.6 33.3

H24およびH25年調査結果は池尻ら（2015）による。残草圃場率の-は、発
生が確認されなかったことを示す。
R5およびR6年の残草圃場率の調査は6月下旬から8月下旬に、R5年が8経営
体、計56圃場、R6年が5経営体、計15圃場について行った。R5年およびR6
年の残草草種は、残草圃場率が5％以上のもののみを示した。帰化アサガ
オ類は、ホシアサガオ、マメアサガオ、マルバルコウおよびアメリカアサ
ガオの4種が確認された。

表１　大豆栽培圃場における草種別の残草圃場率

草種
残草圃場率（％）

R5 R6H24* H25*

図 1 ホ ソ ア オ ゲ イ ト ウ 、エ ノ キ グ
サ お よ び ホ シ ア サ ガ オ の 多 発 圃 場  

図 2  ヒ ロ ハ フ ウ リ ン ホ オ ズ キ
が 発 生 し た 圃 場  
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表2　各経営体における防除に苦慮している雑草とその順位（R5，R6年）

順
位

調査経営体

調査結果は各経営体に聞き取り調査を行って得られた。‐は該当草種がないことを示す。
前回（H24、H25年）調査対象の経営体は、Ｃ、Ｄ、Ｅ、ＧおよびＨの5つ。その際、帰化アサガオ類の発生
は、うち2経営体で発生が確認された。


